
 

図 4：不連続面の分類 
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1. 研究の背景と目的 

 近年、CADによる3Dモデリング技術とそれを施工に反映

する技術の確立により、曲面を多用する建築が増えつつあ

る。このような連続性を持つ空間はそもそもなぜ増えてき

ているのか。そのような建築をつくる建築家の創作の根拠

はどこにあるのか。また、多様に展開する空間にはどのよ

うな傾向があるのか。これらを明らかにするため、現代建

築における連続的な空間を仮に「シームレス建築」と名付

け、分析を試みたい。 

2. 研究対象 

建築雑誌は、GA DOCUMENT の 2009-2018 の 10年分にあた

る No.109-149 の全作品の中から、『建築の内部、あるいは

外部にかかわらず、複数の＜空間＞注１が繋がっている場

合において、その連続部の床・壁・天井（外部においては

軒天井）のいずれかに曲面が用いられている』51 作品を

抽出し、研究対象とした。 

3. 研究方法 

 ＜シームレス＞な空間におい

ては、曲面によって繋がれてい

る＜空間＞がともに外部にある

場合、外部と内部にある場合、

ともに内部にある場合に分けら

れる。こうした空間が建築の内

外の関係にどのように関与して

いるかを把握するため分類項

目の一つとした。 

次に、曲面が断面におい

て、「床（F）」、「床と壁の間（F-W）」、「壁（W）」「壁と天井

の間（W-C）」、「天井（C）」どの部位に現れているかを把握

し分類した。 

さらに、これらの曲面自体に着目し、構造がシームレス

な空間の形成に深く関与している場合と参加していない場

合があるため、「一次部材（構造部材）」により曲面が形成

される場合と「二次部材（仕上材）」のみによる場合に分

類した。 

曲面の形状については、

一方向にのみ曲率をもつ場

合と多方向に曲率をもつ場

合の二種類に分類した。。 

曲面の「表面」のあり方

については、一体化し滑らかに繋がっている「連続面」で

ある場合、部材同士が離れているが、遠くから見ると面と

して捉えることのできる「不連続面」である場合に分類し

た。 

最後に、曲面が建築の部分に限定されている場合と全体

に及んでいる場合とに分け、「一部分」「全体」として分類

した。 

以上の項目により作品を分類し、分類表（図５）を作成

した。 

4. 分析結果 

分類表の作成過程で明らかとなったことを以下に述べる。 

4-1. 不連続な曲面の形成手法 

「不連続」な曲面についてはその形成手法が多様で技巧

的であり着目されるため分類し、以下の表にまとめた。

（図４参照） 

4-2. ＜シームレス＞空間の形成手法の分析 

 まずリストアップされた作品の建築家ごとの傾向を述べ

る。ZAHA HADID は「内-内」(59％)、多方向に曲率がある

連続した曲面(80％)、建築全体に曲面(70％)が使われてい

る。一方、SANAA は「外-外」(47％)「内-内」(53％)と均

等にチェックがつき、「外-外」は「屋根（R）」(75％)に多

く曲面が使われ、「内-内」は「床」(20％)「壁」(30％)

「天井」(40％)とばらつきがある。そして、両者に共通し

ているのは「連続面」が圧倒的に多く、ZAHA HADID(86％)、

SANAA(88％)だ。また COOP HIMMELBLAU は全体的に程よく

割り振られていて偏りが少ない。 
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図４：.シームレス建築に関与する不連続な曲面の形成手法の分類 



 次に、建築用途ごとの傾向について述べる。美術館では

「連続面」(100％)で構成され、「外-外」(41％)「内-内」

(54％)と均等に割り振られていた。大学施設では「床（F）」

(0％)「床-壁（F-W）」(7％)はほとんど含まれておらず、

「壁（W）」(38％)が最も多く、「連続面」(60％)と全体的

に美術館とほぼ同じ結果となった。最後にパヴィリオンは

範囲が全て「全体」(100％)に該当し、「壁（W）」(30％)

「壁-天井（W-C）」(30％)で壁に曲面が絡む場合が多い。

そして、ほとんどが「不連続面」(85％)で構成されている。

今挙げた三つに共通して言えるのは、美術館、大学施設、

パヴィリオンの順に「外-内」が(4％) (7％) (0％)と圧倒

的に少ないのと、「二次部材」に比べ「一次部材」が

(91％) (83％) (57％)と圧倒的に多いことである。 

更に、「曲面が断面状に現れてくる部位」と「連続部で

繋がれた空間の場所」を比較した結果、「床と壁の間（F-

W）」のみ曲面が使われている建築物が「外-外」(11％)よ

り「内-内」(89％)が多いことがわかった。 

範囲が「一部分」なのか「全体」に及んでいるのかで比

較したところ、「全体」の方が「外-外」(76％)「不連続面」

(83％)と圧倒的に多い結果となった。 

また、51 作品を施工年順の前期を 1995〜2012 年（27 作

品）、後期が2013〜2017年（24作品）に分けたところ、前

期、後期の順に「外-外」が(70％) (30％)と前期多く、

「一方向」が(67％) (33％)、「多方向」が(45％) (55％)

という結果となった。 

 

5. 考察 

 通常、内部空間は外部空間に比べ家具の収まりに合うよ

うに「床と壁の間（F-W）」が曲面よりも直角の方が多いと

考えがちだが、逆の結果となった。それにより、「床-壁の

間（F-W）」が内部にある時「包まれた空間」、外部にある

時「大地と繋がる空間」を意図して作られていると想定で

き、結果的に「包まれた空間」が多いと仮定することがで

きる。また、「一方向」のみ曲率をもつ曲面より「多方向」

の方が施工難易度は高くなるが、近年の CAD による 3D モ

デリング技術により容易になってきており、その結果とし

て「多方向」の方が「一方向」より年々多くなる表が現れ

ていた。それにより、近い未来は簡単に難易度の高い曲面

で構成された建築物を建てやすくなると予測できる。 

6. まとめ 

シームレス建築に該当する作品をリストアップした結果、

動的な空間を生み出す曲面形態、内外の連続性など様々な

ことを考えまとめることができた。そして、曲面を使われ

ている建物は平面形態の建物を作るより難しく、現代では

珍しく注目されているが、50 年後には曲面が使われてい

る建築物が当たり前の世界になっているかもしれない。そ

う考えた時、曲面というものはただのツールで、大事なの

はそこで使う人の立場にあった空間づくりをすることだと

考えられる。 

注 1)＜空間＞とは、特定の用途のあるなしに関わらず、また建築の内部、外部

にあることに関わらず、複数の人が滞留可能な広がりをもつ場所のことをいう。 

図５.：シームレス建築の空間の連続性・曲面の性状による分類表 


